
 

 

 

 

 

 

 

 

 

学位論文内容の要旨 

本論文は，末梢静脈穿刺時に静脈怒張を促す看護援助の 1つである上肢温罨法の検証

である．論文は，第 1章～第 5章で構成している．第 1章では，看護師の末梢静脈穿刺

に関する背景として，看護師による静脈穿刺(静脈注射)実施に至るまでの法解釈の経緯

と社会的背景，そして，静脈穿刺に関する実態と静脈穿刺時の合併症について説明した．

看護師等による静脈注射の経緯を振り返ると，昭和 26 年の厚生省医務局長通知におい

て，看護師等の業務範囲を超えているとの法解釈が示されていた．このような解釈が示

されて以来，50 年以上が経過し，看護教育水準の向上や医療用器材の進歩，医療現場

における実態との乖離等の状況を踏まえ，平成 14 年 9 月，厚生労働省医政局長通知と

して看護師等による静脈注射の実施は，診療の補助行為の範疇とする法解釈の変更がな

された．静脈穿刺の実施は，静脈注射の場合のみならず，静脈血採血や末梢静脈に留置

針を留置する場合にも行われる手技である．しかし，静脈穿刺困難者では，穿刺に長時

間を要することで必要な治療の遅れ，長時間の拘束などにより他の看護ケアにも支障を

きたすことが推察された．そして，本邦では静脈血採血が年回 1億回以上実施されてお

り，約 1 万～10 万回の穿刺に 1 回の頻度で末梢静脈穿刺に伴う神経損傷が発生してい

る可能性も報告されていた．つまり，末梢静脈穿刺時には，十分に静脈が怒張すること

で安全かつ確実な静脈穿刺が可能となるため，末梢静脈の怒張を促す看護援助の検討が

必要だと考えられた． 

第 2 章では，血管怒張を評価するための適当な駆血条件について検討した．米国の

Clinical and Laboratory Standards Instituteは血圧計のマンシェットを用いた場合，

駆血圧としては40 mmHgを推奨しているが，この根拠は明確に示されていない．そこで，

本研究でもマンシェットを使用し，駆血圧と駆血時間が血管怒張へ及ぼす影響を明らか

した．結果，対象者に苦痛が少なく，より怒張が得られる駆血圧は 60 mmHg であり，駆

血時間としては 30～60 秒であった．そして，駆血に伴う末梢血流の変化についても検

討する必要性が考えられた． 
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第 3章では，第 2章の検討課題であった，駆血時の末梢血流阻害について明らかにす

るため，駆血時の橈骨動脈最高血流速度の変化を計測した．その結果，駆血圧 40と 60 

mmHg での最高血流速度に有意差は認められなかった．また，駆血圧が 80 mmHg 以上を

超えた場合，最高血流速度の低下が認められた．以上より，健常人を対象に血圧計マン

シェットを用いた場合，駆血圧 60 mmHg で駆血時間が 1分間の駆血方法は，安全かつ安

定しているため，本研究の駆血条件として採用し，上肢温罨法の血管怒張への影響を検

証することとした． 

第 4章では上肢温罨法の血管怒張効果について，皮膚表面温度や血流量，血管断面積

など様々な客観的指標を用いて，健常人 25名を対象にクロスオーバー試験を実施した．

加温は，皮膚表面温度が 40±2℃になるように電子レンジで加温した罨法用具を用いて

15 分間おこなった．その結果，皮膚表面温度，血流量，血管断面積の有意な増加を認

め，温罨法による血管断面積の増加率は 17%であった．また，指尖部皮膚表面温度が低

下している場合，温罨法による血管怒張効果も高く，看護師が上肢温罨法を実施する際

には，その適応を見極めることも重要であることが示唆された． 

第 5章では，本研究の総括を行い，研究の意義について言及した．末梢静脈穿刺時に

静脈が十分に怒張することは，穿刺時間の短縮や神経損傷の回避につながり，安全な静

脈穿刺の実施が可能となる．しかし，多くの先行研究では血管怒張を評価する場合，影

響要因の 1つである駆血条件が考慮されていなかった．そこで，本研究では第 2章で駆

血圧と血管怒張の関係が明らかにし，第 3 章では適当な駆血条件を設定した．そして，

設定した駆血条件に基づき，看護援助としての上肢温罨法の有効性を科学的に検証した

ことは，本研究の意義であると考える．これらの知見を看護実践に還元するためにも、

今後は臨床介入研究を視野にいれ，さらなる根拠の構築に努めていきたい． 
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論文審査結果の要旨 

 

 本論文は、末梢静脈穿刺時に静脈怒張を高める看護援助法の 1つである上肢温罨法の

効果を検証したものであり、得られた成果は次の通りである。 

第 1 章では、看護師による静脈穿刺についての法解釈の経緯と社会的背景につき解説

がなされ、安全かつ確実な静脈穿刺のためには、末梢静脈の怒張を十分に促す看護援助

法の検討が必要と述べられている。 

第 2章では、血管怒張を評価するための適切な駆血条件について検討がなされている。

その結果、対象者に苦痛が少なく、より良い怒張が得られる条件として、駆血圧 60 mmHg、

駆血時間 30～60 秒との値が得られている。 

第 3 章では、第 2 章で明らかとなった駆血条件で、末梢の血流阻害が生じるか否かに

ついて検討されている。その結果、問題となるような血流阻害は認められていない。 

第 4章では上肢温罨法の血管怒張効果について、健常人 25名を対象にクロスオーバー

試験が実施されている。その結果、温罨法群では対照群と比べ、皮膚表面温度、血流量、

血管断面積が有意に増加し、また、指尖部皮膚表面温度が低下している場合には温罨法

による血管怒張効果が高かった。看護師が上肢温罨法を実施する際には、その適応を見

極めることも重要であることが示唆されている。 

第 5 章では本研究の総括が行われ、駆血圧と血管怒張の関係を解明し、最適な駆血条

件を設定し、血管怒張を高める方法としての上肢温罨法の有効性を科学的に証明したこ

とは、エビデンスのある看護援助法を提唱するうえで大きな意義がある。 

以上の結果より、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博

士（看護学）の学位論文として価値あるものと認める。 

 

 

 


